
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『卒業予定の皆様へ』  福山大学経済学部同窓会副会長  村 上 正 則  （昭和 55 年卒） 

私は、昭和５１年４月に入学した第２期生です。当時の入学式は、体育館や講堂はありませんでしたので、
大講義室で挙行されました。開学間もない当時は、学生数・学部・設備も少なく、組織としても手探りの状態
ではなかったかと思います。しかし現在は学生数も増え、学部・設備・そして当同窓会をはじめ様々な組織
も充実し、立派になった福山大学を、誇りに思っております。 
さて、私は、司法書士･土地家屋調査士をしております。 

私の妻も、福山大学卒業で、同じ事務所にて、社会保険労務士・行政書士をしております。専門職を目指し
たいと思ったのも大学時代でしたし、妻と出会ったのも大学時代でした。私にとって福山大学は、仕事も私
生活も人生の方向を決めた４年間であったと思います。卒業生には、私のような専門職や自営業、会社役
員、金融機関、公務員等々多くの人材がいます。 
同窓会は、在校生と卒業生との架け橋の役割を果たし、進路相談、就職支援などで、在校生の皆さんを

バックアップしていきたいと思います。進路などに関し、卒業生の話を聞いてみたい方は、是非ご連絡くださ
い。自己実現を目指しましょう。 
同窓会は、今後も、大学や在校生との絆を深め、更なる充実発展に努めて行く所存ですので、ご支援とご協力をよろしくお願い

申し上げます。 

 

【平成 27 年度福山大学経済学部同窓会通常総会報告】 

 
 平成 27 年度福山大学経済学部同窓会通常総会が下記の内容で実施されましたので，ご報告いたします。 
 

[日時]  平成 27 年 5 月 18 日（月） 19:00～ 
[場所]  福山大学 １号館 大講義室 
[議事]  第１号議案 平成 26 年度事業報告及び決算について 
      第２号議案 平成 27 年度事業計画（案）について 
      第３号議案 平成 27 年度収支予算（案）について 
      その他 （功労賞表彰） 

 

【平成 26 年度福山大学経済学部同窓会事業報告】 
 
平成 26 年 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成 27 年 
 

6 月 
6 月 
7 月 
7 月 
7 月 
8 月 
8 月 

10 月 
11 月 
1 月 
1 月 

16日 （月） 
30日 （月） 
7 日 （月） 

14日 （月） 
18日 （金） 
8 日 （金） 
9 日 （土） 

18日 （日） 
1 日 （土） 
6 日 （火） 

13日 （火） 

経済学部同窓会開催 
経済学部同窓会入会案内作成 
役員会 
役員会 
経済学部同窓会報作成 
学友会サッカー部総理大臣杯出場（堺市）応援 
経済学部同窓会入会案内及び同窓会報発送 
大学祭「三蔵祭」参加（展示・模擬店） 
福山大学同窓会福山支部設立記念式典及び祝賀会 
福山大学同窓会連合会役員会 
役員会 

 

【平成 27 年度福山大学経済学部同窓会事業計画】 

 

《重点目標》 

１．経済学部同窓会の財政基盤の確立 
２．経済学部同窓会の存在を周知するための広報活動及び 
同窓会活動の強化 

３．大学行事への積極参加 
４．後輩の就職支援 

《業務運営計画》 

１．機関誌の発刊，ホームページ等の管理運営 
２．大学等の行う各種事業への連携協力 
３．サークル活動支援 
４．大学と経済学部同窓会の連携強化 
５．同窓会総会の開催 
６．その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

『経済学部を卒業する意義』  福山大学経済学部教授  尾 田 温 俊  （平成元年卒） 

経済学部の諸君へ同窓の先輩から伝えたいことが二点あります。 
第一に諸君は経済学の学修を通じて素晴らしい知識を持っていることを自覚して下さい。経済学は理論的にも

実証的にも広い範囲に及ぶ学問内容が充実しています。経済学全体を見渡すと本当に混沌としており多くの諸
君が戸惑ってきたと思います。しかし経済学を学ぶことにより現実の社会全体について徐々に考える力が付き、
視界が開けて見通しが明るくなるものです。このことをはっきりと自覚して欲しいと思います。 
第二に社会人となっても経済学の学びを是非とも継続しましょう。大学で学んだ経済学は全体の一部に過ぎま

せん。現実は日々変化しており教科書の基本的知識が通用する範囲も限られています。こうした中でこれまで学
んだ経済知識が雲散霧消しないように、また視界がまだ十分に開けてない諸君はより一層不断の努力を続けて
下さい。 

 

 

『福山に福山大学あり』  ＪＡ福山市勤務  髙 島  徹  （平成 22 年卒） 

地元の福山大学を卒業して，地元のＪＡ福山市に就職できたことに，大変喜びを感じております。在学中は，硬
式野球部に所属していたこともあり，グランドと教室を行き来する毎日が，今では大切な思い出です。大学時代を
共に過ごした仲間は，それぞれの道に進みましたが，一生の宝物です。 
同じ職場の中にも，福山大学の卒業生が多く勤務していることを知り，心強く感じております。卒業してから，本

当の意味で福山大学との関係がスタートしたように思っています。 
 ”忘れやすいのは人の恩”自分の周りの様々な繋がりを大切にして，育てていただいた福山大学へ少しでも恩
返しをしたいと思っています。卒業していく学生のみなさん，魅力のある同窓会にし，一緒に母校『福山大学』を
盛り上げていきましょう。 

 

 
 
『三蔵の丘での出逢い～変わりゆくもの、変わらぬもの～』 

                 福山平成大学事務局学務課学務係長  佐 藤 理 惠  （平成 7 年卒） 
 

私の学生時代で、多くの時間を過ごしたゼミナールやバドミントン部の活動では、勉強や練習は真面目に、遊
びはハチャメチャでしたが、多くの善き師、善き友と出逢うことができました。そして、それまで経験したことのない
人生で大切なことをたくさん学びました。その仲間達とソフトボールや大学祭で 24 時間キックベースボールをした
思い出のグランドには、現在、大学会館が建っています。年々整備されて、変わりゆくキャンパスの風景の一方で、
学生のみなさんの学友会やクラブ部活動で見せる真剣な眼差し、はちきれんばかりの笑顔に出会った時、変わら
ない学生時代の思い出の景色が、ふっと心をよぎります。その景色には、一緒に悲しみも喜びも分かち合えた先
輩方、後輩、級友、仲間達がいます。その存在は、社会人となった今も変わらず、ピンチの時、辛い時には支えと
なり私の背中を前へ押し、前進させてくれます。人との出逢いは本当に財産だと感じています。 
これから福山大学を巣立つ皆さんお一人おひとりが、かけがえのない存在として、福山大学で学んだことを胸

に、それぞれの場所で活躍されることをお祈りしています。そして、縁あって三蔵の丘で出逢った同窓生の皆様と
一緒に、同窓会を通じて絆を深めていくことにより、今後の人生がより良いものになるよう願っています。ご入会をお待ちしています。よろし
くお願いいたします。 
 

 

 

 
********** 福山大学経済学部同窓会功労者表彰 ********** 

表彰者  得 能  穣  氏  （昭和 55 年卒） 

 
平成 27 年 5 月 18 日（月）に開催された福山大学経済学部同窓会通常総会

において、福山大学のサークル活動を学外から、ながきに渡り支援していただ

いた方を功労者表彰いたしました。 
 

 
    

・・・・・・・・・・・・ ご意見･ご要望等がございましたら下記事務局までご連絡いただければ幸いに存じます。 ・・・・・・・・・・・・ 
 

事 務 局  
福山大学〔薬学部事務室〕 武 田 康 成 ／ Tel.084(936)2112 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 5112 ／ Fax.084(936)2024 
〒729-0292 広島県福山市学園町１番地三蔵 ／ e-mail yakujimu1@fupharm.fukuyama-u.ac.jp 

 


